
論文

関東大震災後の浅草オペラ
ー歌劇団の地方巡業 と上演された舞踊-

杉 山 千 鶴(早 稲田大学)

1-問 題の所在 と研究目的及び方法

浅草オペラは, 1917年1月, 浅草は常盤座で高

木徳子一座が歌舞劇 「女軍出征」 を上演 して以後,

「一輪の徒花」1)の ごとく咲いた。既に帝劇歌劇

部や赤坂ローヤル館において, オペラの上演は失

敗 していたにも関わらず, 浅草では活動写真に次

ぐ人気を集め, 多 くの歌劇団が雨後の筍のように

乱立 した。当然出演するオペラ俳優 ・女優は, 帝

劇やローヤル館の出身者だけでは不足 し, 養成の

手間と時間をかけることな く速成で続々と舞台に

立たなければならなかった。 これら多数のオペラ

俳優 ・女優たちが離合集散をくり返 したために,

浅草オペラは目まぐるしく華やかな様相を呈 した

が, やがて根岸歌劇団に集約 される。そして1923

年9月1日 の関東大震災によって, 浅草オペラを

含め, 浅草の興行街は壊滅的な打撃を受け2), し

か し復興後の1924年4月 オペラ館で森歌劇団が旗

揚げし, 浅草オペラは再開する。これ以後, 新た

な歌劇団が登場 し, ボー ドビルなどを上演 してい

たことが都新聞等の資料 より窺われ, これ も浅草

オペラの1つ の形と言 うことがで きる。

浅草オペラを扱った先行研究の中には, 震災前

のみを対象としたもの もある3)が, 震災後につい

て触れているもの も多い。堀内敬三4), 内山惣十

郎5), 村松道弥6)は森歌劇団結成という事実のみ,

大笹吉雄7)は ミカゲ喜歌劇座について触れながら

森歌劇団の結成まで を述べ ている。また原健太

郎8)と 大谷博9)は 森歌劇団 とミカゲ喜歌劇座の双

方の活動に触れている。そ して増井敬二は, 1925

年までという最も長い期間を対象とし, 膨大な資

料を丹念に追求し, 震災後の状況を詳細 に述べて

いる10)。

しかしいずれもが, 浅草オペラの舞台となった

浅草を中心に概観するに留まってお り, 東京市以

外の地域に関しては明らかにされていない。 また,

震災以前の浅草オペラでは, 日本のモダンダンス

の草創に当たる石井漠や高田雅夫 ・せい子夫妻が

試作的な作品を発表 し11), 特に高田夫妻は所属す

る歌劇団で多 くの後進 を振付家 ・ダンサーとして

育成 してお り12), 浅草オペラは我が国におけるモ

ダンダンスの前史に相当すると言える13)。石井 も

高田夫妻も, 震災前に舞踊研究のために洋行 し,

帰国後は芸術舞踊へ と進み, 浅草から離れる。こ

れにより震災後は, 両者に育てられた後進達が活

躍 した可能性が予想されるのであり, そこには石

井 と高田夫妻に発する, 芸術舞踊におけるものと

は異なった系譜を, 人物と作品の両面から辿る可

能性がある。 しか し先行研究において, 浅草オペ

ラは, 関係者による回顧録 や音楽史, 演劇史の中

で扱われることが多 く, そこで上演 された舞踊に

ついて, 特筆されることはなかった。

そこで本研究では, 関東大震災以後の浅草オペ

ラに関 し, 浅草以外にも目を向ける。先行研究に

おいては, 浅草オペラは浅草では既に震災当時に

は衰退 したとされるが, 地方ではどのような状況

にあ り, またどのような意義を有 したのかを明ら

かにする。また震災後, 石井 と高田夫妻が去った

後の舞踊について, 上演内容 とその振付家から,

その特性を明らかにする。以上を目的とする。

本研究は震災のあった1923年9月 以降, 前述の

森歌劇団を端緒とする歌劇団の活動が, 浅草で活

発化する1924年12月 までを対象 とする。この期間

に発行された地方新聞17紙14)を元に, 震災以前に

オペラ俳優 ・オペラ女優 として活動 した者或いは

歌劇団及び 歌劇団'を 謳った団体の出演 した公

演 を全 て洗い出 し, 出典 ・公演 日程 ・都市 ・劇

場 ・歌劇団名 ・上演された舞踊 ・出演者 ・スタッ

フの項目から成る年表を作成 した。表-1～4は,

これを浅草オペラと浅草オペラ以外の歌劇に分け,

簡略化 したものである。まず文献 ・資料より地方

巡業について(H-1), 上演された舞踊 につい

て(m-1)考 察する。また作成 した年表から,

1で は震災当日浅草で活動 していた唯一の歌劇団

である根岸歌劇団の足跡 と, 森歌劇団の集結につ

いて(H-2), 地方における各歌劇団の活動 と

して, 震災以前に浅草で活動 した者或いは歌劇団

(H-3)と, 浅草オペラ以外の歌劇団(H-4)

の活動を概観する。IIIでは舞踊の演目を概観する

(II-2)。 以上を元にして, 地方巡業 と震災後

の舞踊について, 限られた資料の中から, 可能な

限り明らかにする。

ll-関 東大震災後の浅草オペラ

ll-1-地 方巡業

表-1～3を 概観すると, 震災以前に浅草で公

演活動を行っていた, いわば浅草オペラの残党が,

全国各地で活動 していたことがわかる。それは,

震災前の浅草で, 特定の劇場 を拠点にして長期公

演をしていたのとは異なり, 各地を転々と移動す

る巡業であった。そして年表 に現われた公演地は,
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小さいながらも劇場を持っている地方都市ばかり

であった。

後に浅草レヴュー, さらには日本喜劇界の大ス

ターとなる榎本健一は, 根岸歌劇団ではコーラス

ボーイであった。彼は自伝の中で, 地方巡業につ

いて,「大変同情が集 まって満員の盛況だった」151

と記 しているO震 災後は, その被害を伝える 「震

災実写」や震災余興映画 「大地は揺 らぐ」が各地

で封切 られており, これによって被害や惨状が新

聞報道以上にリアルに伝えられ, 同情 を余儀無 く

させたのであろう。また震災前には, 既に地方巡

業が行われていだ6)ことの他, 専門誌『歌舞』・

『オペラ』の発行17)もあって, 全国規模でファン

を有 していたと考えられるが, これも, 根岸歌劇

団に限らず, 地方巡業の盛況を招 く下地 となった

と言える(写 真1参 照)。 歌劇団が巡業先でオペ

ラ役者を募集 し官憲を刺激した り18), オペラ女優

に憧れて家出 した少女-91の存在, オペラ女優を巡

る刃傷事件z0)など, 巡業先で生じたこれらの事件

は, 震災前の浅草で風紀棄乱を取 り沙汰 された状

況を彷佛とさせ, また地方都市において, 浅草オ
ペラがどれほど歓迎されたかを語っている。

震災後の地方巡業には, 壊滅状態の浅草では公

演できない, 或いは震災以前の巡業の続行と言う

事情以外に, 浅草では隆盛期を越 した浅草オペラ

も, 地方であれば, 先述の震災以前に拒えた下地

によって, 観客の動員が可能だったという状況が

あったのである21)

ll-2.根 岸歌劇団団員の足跡と森歌劇団

震災当時, 浅草で活動 していたのは, 根岸歌劇

団のみであった。根岸歌劇団は翌月の1923年1O月

より地方巡業に出た(表-1, 2参照)が, 北海道

巡業中の1924年4月1日 付の都新聞紙上で,「根岸

歌劇団解散, 田谷, 天野, 木村一派は新団体を組

織 し浅草オペラ館に旗揚げ, 清水夫妻, 大津賀,

柳田の一派は井上起久子, 堀田金星を迎 え来月

早々東京で旗揚げ」 と, 解散すること, そ して2
つの歌劇団に分裂することが報 じられた。 この記

事で氏名の挙がったメンバ-は, 結局全員が森歌

劇団の旗揚げに参加 している。

都新聞の上演広告によると, 震災当日に根岸歌

劇団に所属 していたことが明らかなのは, オペ ラ

俳優16名 と同女優18名 であった22。この計34名 に
ついて, 年表の出演者欄で追求した結果, 以下の

ことが明らかになった。

(1)オ ペラ俳優ll名, 同女優12名 が森歌劇団の旗

揚げに参加している。

(2)オ ペラ俳優4名 ・同4名 は根岸歌劇団の地方

巡業に参加せず, 1923年11月 に 「東京浅草金龍

館歌劇団の幹部」謝 の触れ込みで旗揚げ した 日

本歌劇座(同 年12月 ミカゲ喜歌劇座に改称, 翌

1924年7月 浅草進出)に 参加 している。

(3)オ ペラ俳優1名 は地方巡業に参加することな

く, 東京オペラ座に加入している。

(4)オ ペラ女優2名 は当初は地方巡業に参加した

が脱退 し, 一人は楽劇座, 一人は東京歌劇座を

経て, 最終的には二人とも沢モ リノー行に加入

している。

以上より, 根岸歌劇団は日本歌劇座(ミ カゲ喜

歌劇座)を 派生 した, と言える。 ミカゲ喜歌劇座

は, 1924年7月 から9月 まで浅草で活動 し, この

間は森歌劇団と競合するが, 同年1O月 には森歌劇

団の独壇場となる。団員の顔ぶれの他, 浅草で活

動する歌劇団では唯一だったという状況からも,

森歌劇団は根岸歌劇団の再来 ・再結成と言える。

ll-3.地 方における歌劇団の活動

ここでは年表より, 特に地方巡業を活発に行っ

た歌劇団を取り上げて, 述べることにする(表-

1～3参 照)。 これらはいずれも, 震災前の浅草

で活動 していた歌劇団或いは同様のオペラ俳優 ・

女優の結成した歌劇団であった。1920年9月 以降,

浅草はほ とんど根岸歌劇団の独壇場となってい

る鮒ので, これらの歌劇団は, 震災前から地方巡

業を展開していたのであり, 震災後の巡業は, 震

災前の延長であったと言える。

《東京オペラ座》

東京オペラ座は小生夢坊を監督, 奈良八重子を

看板に活動 していたが, 朝鮮への長期巡業を前に,

小生 ・奈良夫妻を含む一部の座員が脱退, 甲陽土

地会社の経営する甲陽歌劇団に加入した。間もな

く甲陽歌劇団は解散するが, さらに夫妻は東亜キ

ネマ入 りし, 一座は瓦解の危機 を迎える。 しかし

これに代わるかのように, 東亜キネマを解雇 され

た岡村文子 と伊東一夫が加入 した2%両 者 とも浅

写真1 盛況を示す地方巡業

(東京少女歌劇団の満州公演,

満州日々新聞1924年7月18日)
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草オペラ出身であり, 特に岡村は, 震災前は数多

くの公演に出演するなど, 長 くて豊富なキャリア

を有し, また伊東も, 岡村には遠 く及ばない短い

期間ではあるが, 保瀬薫 の芸名で舞台に立っ

ていた。 この二人は, 看板夫婦の抜けた穴を, 即

戦力として埋めたのである。

また根岸歌劇団からは石井行康が加入 している。

石井は帝劇歌劇部でG.V.ロ ーシーにクラシック
バ レエを学び, 根岸歌劇団で も舞踊の振付 と指導

を担当 していた。東京オペラ座は石井の加入後,

舞踊やボー ドビルを公演のメインに据え, 数多 く

の新作などを毎回欠かさず上演 したが, これは石

井の経歴を活か した結果であり, また脱退 した小

生・奈良夫妻に代わって, 石井が一座の中心 となっ

たことを示すものである。

《沢モリノ-行 》

沢モリノは, 浅草オペラ初期の隆盛 を作 り出し

たスターの一人であった。帝劇歌劇部時代にロー

シーに見込まれ26, また浅草オペラでは石井漠の

パー トナーを務め27), またダンサーとしてたいへ

ん高い評価 を得ている。一行の公演プログラムに

はパターンがあり, 喜歌劇, ミュージカルプレー,

歌舞劇 と, その間に舞踊 ・舞踏 ・ダンス ・ボー ド

ビルのいずれかを上演するというものであった。

このように公演全体が舞踊をメインとしていたの

は, 沢が舞踊を得意としていたからに他ならない。

なお上演された中には, 士官役が大当たりだった

「女軍出征」のように, 震災前の浅草時代に好評

をはくした演目も含まれた。歌劇団の名称ではな

く, 個人名を称 していたのは, 公演の内容からう

かがわれるように, 飽 くまで沢個人に頼った歌劇

団だからである。それだけに全国のモリノファン

は, 踊る沢を直接観賞できる機会を待ち望んだの

であろうし, それに応じるかのように, 一行は北

海道を除く全国を巡演 した。

《東京少女歌劇団》捌

公演の内容は,「野卑と俗悪 を避け教訓的家庭的

のもののみ」29}と上演広告で謳ったように, 史歌

劇と, お伽話を題材とした童話歌劇をメインに,

ボー ドビルや舞踊, 楽劇を加えたプログラムで

あった。

震災前もやは り教育的 ・教訓的な演目を上演 し

ていたが, 未成年であ りながら 発展女優'と 評

されたオペラ女優を数人抱えていた'0'ことで, 大

学生や不良少年などの若い男性に大変人気があっ

た。それが震災後の地方巡業では, 公演の対象を

児童や引率の父兄 とすることを打ち出している。

つまり震災前は 少女(で あるのに発展女優)が

出演する歌劇団'に す ぎなかったが, 震災後, 浅

草を離れて 少女歌劇 というものを上演する歌劇

団'と して認識されるようにな り, そして上演 さ

れる少女歌劇とともに, その担い手 として, 教育

的価値を評価 されるようになったのである。

東京少女歌劇団の巡業は, 表-1～3か らもう

かがわれるように, 震災後の歌劇団の中では最も

広範囲にわたる。外地においては満州各地で1ヶ

月間巡業 し, その後京城で10日 間の公演を行 って

から内地へ戻っている。このような精力的な活動

は, 他の追随を許さないものであった。

《ミカゲ喜歌劇座(日 本歌劇座)》

前述の通 り, 1923年11月 に日本歌劇座の名称で

岡山で旗揚げ, 同年12月 にミカゲ喜歌劇座に改称

した。1924年6月 に東京進出を果たすまでは, 神

戸, 九州, 金沢を巡業 した。座員のほとんどが根

岸歌劇団の脱退組であった。根岸歌劇団では幹部

だった杉寛, 町田金嶺らの他, 当時将来を有望視

されていた新人の相楽愛子(写 真2参 照)と, 得

意の舞踊で売 り出 し中だった沢マセロ3P(写 真3

参照)が, やは り根岸歌劇団時代 と同様にコンビ

を組み, 看板 となっている。沢は, 毎回の公演で

ボー ドビルの新作 を振付けては発表 しているよう

に, 旺盛な創造力を感じさせる意欲的で積極的な

活動をしている。

《楽劇座》321

楽劇座は福岡を拠点に活動 し, 当初は北御門華

子を看板スターに掲げ, ダンスやボ-ド ビルを上

演 していた。北御門は震災前の浅草では 発展女

優'の 一人であ り, つまりは舞台から降 りた後の,

プライベー トな部分を売 り物にしていた。震災後

は, 九州日報の芸能ゴシップ欄とも言える 「うは

さ」欄に頻出33)するが, 楽劇座を脱退しオペラ界

から引退 した後にも登場34)している。いずれ もオ

ペラ女優としての北御門ではなく, 私的な情報を

掲載 しており, 震災前 と変わりない。楽劇座は後

写真2 相良愛子

(歌劇の絵葉書より)

写真3 沢マセロ

(歌劇の絵葉書より)
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に東京文化劇 と改称するが, 相変わらず九州で活

動 した。北御門の脱退の前後では, 新聞資料に楽

劇座或いは東京文化劇が登場する頻度に非常な差

がある。つまり楽劇座は, 北御門という, プライ

ベー トを売るオペラ女優一人だけが注目された歌

劇団だったと考えられる。前述の沢モリノー行 も,

同じく一人のオペラ女優に依存 した歌劇団である

が, これ とは異なり, 巡業の範囲は非常に狭かっ

た。それは, 北御門が, 彼女の一個人としての存

在を強調 し続けた九州 日報 を購読できる範囲, す

なわち拠点である福岡においてのみ注目されたの

であ り, そのために北御門の名前で集客できるの

も, 同じ地域のみに限定 されたから, と考えられ

る。

ll-4.浅 草オペラ以外の歌劇

Il-4-1.少 女歌劇団の活動

表-4を 眺めると, 浅草オペラ以外では, 少

女歌劇'を 名乗る団体の活動がほとんどを占める

(表-4参 照)。 ここでは, そのうちのい くつか

を見ていくことにする。

《大連少女歌劇団》

満州及び朝鮮半島の各地を巡演 したが, 内地で

は活動 しなかった。大連 ・童謡 と歌劇協会が組織

した歌劇団であり, 上演内容は歌劇 というよりは

むしろ童話劇や童謡劇であった(写 真4参 照)が,

これは児童の情操教育上必要であるとの教育的配

慮によって選択 されたものである。出演者も6～

14歳の少女であった。

歌劇団としての活動は一時1924年12月 で終了 し,

以後は私立別府音楽歌劇学校 として経営 された。

この学校は, 本科3年 ・研究科2年 から成 り, 研

究科に在学中は歌劇団公演への出演が義務付けら

れた。入学資格 として12～16歳 という年令を設定

したため, 歌劇団公演の出演者の年齢は, 当然学

校開校以前 よりも高 くなる。 カリキュラムには裁

縫や家事 ・手芸 も含まれてお り35}, これは卒業後

の進路に結婚 を想定 していたからであ り, 舞台人

を養成するだけでな く, 良妻賢母の育成も目指 し

ていたことがうかがわれる。学校の名称だけでな

く, カリキュラムも宝塚音楽歌劇学校に類似 して

いる。 さらに学校の方針も, 宝塚少女歌劇の創始

者・小林一三の考え方36'に添ったものと言える。加

えて, 宝塚の場合は既に実践 し成果を出 していた

のであるから, これに倣うことで, 名実共に 九

州の宝塚'に なることもできる。大連少女歌劇団

も私立別府音楽歌劇学校 も, 九州の宝塚'を 目

指していたと言えよう。

《青黛座少女歌劇団》

博多を中心 に活動 し, 岡山 ・京都へも巡業 した。

上演内容は日本の昔話やお伽話を題材 とした作品

であった。公演広告では,「東京少女歌劇団と共

に全国的に称揚 されつつある少女歌劇界 の権

威」37'と, 東京少女歌劇団に匹敵する存在である

ことを強調 している。1923年11月 には東京 ・浪花

合同少女歌劇団, 1924年5月 には東京少女歌劇団

が博多で公演しているので, 東京少女歌劇団を強

く意識 していたことがうかがわれる。 また 「博多

少女歌劇」謝 を名乗ることもあったが, これは,

宝塚の 宝塚少女歌劇', 東京の 東京少女歌劇

団'と 対等 に並ぶ博多の少女歌劇である, との自

負であろう。

《大濱少女歌劇団》

南海鉄道の経営する大濱潮湯の余興と して,

1924年10月 に結成された。 日曜祭 日を除く毎夕1

回, 大濱公会堂で公演し, 歌劇 と舞踊を上演 した。

対象は児童に限定せず, あ くまでリゾー ト地の余

興に徹したものである。

団員は松竹楽劇部出身者であり, スタッフの原

田潤は もともと松竹楽劇部で作曲を担当 してい

た39}ように, 松竹色の濃い歌劇団である。 しかし

もともと松竹楽劇部は宝塚少女歌劇に倣って組織

されたのであ り, リゾ-ト 地に少女歌劇団を結成

するという発想も含めて, 松竹よりはむしろ, 宝

塚の存在を常に意識 していたと言える。

《その他》

児童を対象とした演目を揃えているものでは,

他に大阪のお伽学院少女歌劇(写 真5参 照)と 教

育お伽琵琶少女歌劇, 東京童話劇協会があったが,

これらに関 しては, 詳細は不明である。

同様な演目を揃え, リゾー ト地や遊園地の余興

として上演されたものには京都パラダイスのパラ

ダイス少女歌劇と名古屋楽天地の金星少女歌劇団

があった。前者は, 東京少女歌劇団のスター ・中

村米子を迎えている。中村は主役を務めるだけで

なく, 地元の京都日出新聞にスナップ写真が掲載

写真4大 連少女歌劇団 「十五夜お月さん」

(京城日報1924年12月29日)
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されるなど, 広告塔の役割 も果た している。後に

は 「踊 りの園」 と称して, 音楽と舞踊の指導者が,

児童を対象に教習 を行っている40}が, これはパラ

ダイス少女歌劇だけでなく, 少女歌劇を成立 させ

る音楽 と舞踊を利用 して, 少女歌劇の教育的側面

とその効果をもアピールすることとなったO

この他に大牟田芸妓大歌劇団があった。この歌

劇団は 「芸者歌劇」41)と評され, 歌舞劇やボード
ビルを上演 した。「巧いとか拙いとかいふ ものを超

越 し」421ていると同時に,「恥晒 しも大抵にしろ贔

屓が泣 くよ」劒 との評価が, 芸妓による, という

特異性のみを前面に押 し出 した際物的な存在で

あったことを想像 させる。

ll-4-2.少 女歌劇団の隆盛

それではなぜ, 多くの少女歌劇団が存在 し, あ

るいは組織されたのか。
一つには東京少女歌劇団の, 内地 ・外地を股に

かけた精力的な巡業活動が挙げられる。これに

よって童話劇 ・童謡劇などの, 教育的配慮に基づ

いた, 或いは教訓的な演目の観客(児 童と同伴す

る父兄)が 育てられたのであ り, 少女歌劇団を受

容する, そして成立させる下地を作ったと考えら

れるQ

二つには, 宝塚少女歌劇の存在がある0宝 塚少

女歌劇は, 生徒を宝塚音楽歌劇学校で養成 した上

で, 舞台に立たせるというシステムであった。こ

の時期には花組 ・月組の2組 による年8回 の定期

公演(於 ・歌劇場), 年1回 の東京公演(於 ・帝

国劇場)の 他, 神戸, 大阪, 京都, 名古屋で も公

演 し, さらに1923年 には和歌山, 1924年 には別府

まで活動範囲を拡大 している。また1924年 には新

たに雪組が結成され, 1925年 からは年12回 の定期

公演となった441。このような公演回数 と公演地の

増加に, 既に発行 されていた専門誌 『歌劇』45)に

よって, 「単なる一地方の少女歌劇」46'から脱却 し

て知名度を上げファンを増 し, 少女歌劇'と い

うジャンルを確立 したのである47)。

宝塚少女歌劇は大掛か りな装置ときらびやかな

衣装を身に付けた女性が多数出演 し, 華やかな舞

台面を現出することによって, 少女歌劇'を ビ

ジュアルな魅力に満ちた夢の世界に造 り上げた。
一方の東京少女歌劇団は, 宝塚 と比較 して, 全て

において貧弱であったことは, 経営の面から否定

できない。 しかし宝塚が限定された地域のみの公

演活動であったために, 他地域では憧憬する しか

なかった 少女歌劇'と いう夢の世界を, 東京少

女歌劇団が, 簡略版ではあるものの現実のものと

して提示 した, と言える。

すなわち宝塚 は 少女歌劇'を 象徴する意識 ・

認識上の対象となり, 東京少女歌劇団は直接的な

刺激剤となって, 新しい少女歌劇団の結成を促 し

たのである。

ll-5.関 東大震災後の浅草オペラ

隆盛期には雨後の筍のように歌劇団が乱立 し,

オペラ役者の離合集散が見られた浅草オペラも,

前述のように震災前には, 対照的に根岸歌劇団の

独壇場 となった。これは既に震災時には, 浅草で

は複数の歌劇団の競合は成立 しない, つまり観客

を動員できない, 下火の状態 にあったということ

を示す48)。根岸歌劇団は震災後, ミカゲ喜歌劇座

を派生 し, 1924年4月 に森歌劇団として再結成 さ

れた。森歌劇団は, ミカゲ喜歌劇座が浅草で活動

する間は競合 し, 撤退後, 3ヶ 月弱の問独壇場を

迎える。 しかしその後地方巡業へ出て, そのまま

解散 している。震災後, 浅草の街は復興 しても,

浅草オペラはそうはいかなかったことを, 森歌劇

団の独壇場が非常に短期間だったことが語ってい

る0一 方, 震災後の歌劇団の地方巡業は, 常に大

盛況をおさめた。既に震災以前から, 隆盛期に浅

草で活動 した歌劇団やオペラ役者の地方巡業, 専

門誌の発行によって, 地方都市では浅草オペラを

受容する下地が作 られていたのである。特に東京

少女歌劇団の内地 ・外地を問わない積極的な巡業

は, 宝塚少女歌劇の確立した 少女歌劇'と いう

ジャンルを根付かせ, 各地に少女歌劇団を生んだ,

と言える。

-ll.上 演された舞踊

ここでは, 震災後の浅草オペラの公演で上演さ

れた舞踊に関 し, 地方巡業で上演されたものも対

象に含めて述べることにする。

lll-1.震 災後の浅草 オペラにおける舞踊の状況

年表によると, 震災後の各歌劇団の公演のほと

んどのプログラムに, 舞踊(舞 踊, 舞踏, 新舞踊,

ダンス, バレー, 舞踊詩など)や, 舞踊シーンを

含む演目(ボ ー ドビル, 歌舞劇, ミュージカルプ

レイ, ミュージカルコメディなど)が 含まれてい

写真5 大阪お伽学院

「びっこの松轟」

(大阪時事新報1924年10月23日)
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る(表 一1～3参 照)。 ほとんどの公演において,

上演する全4～5本 のうちの1本 を占めるが, 前

述の沢モリノー行のように, メンバーに舞踊を得

意 とする者がいる場合は, 2本, 或いは大半 を占

めることもあった。 このように浅草オペラの公演

において舞踊が不可欠であるという状況は, 舞踊

という演目に出演できるダンサー, そして振付家

の増加を意味 している。

これは, 1つ には石井漠や高田雅夫 ・せい子夫

妻の他, 高木徳子など, 初期に後進の指導にあたっ

たオペラ役者の, 教育者 としての成果を意味する。

2つ めには, 舞踊に対する需要の高まりが考え

られる。浅草オペラの舞踊は, たとえ石井や高田

夫妻の 舞踊詩'新 舞踊'で あろうと, 観客に

とっては女性 ダンサーが 「短いスカー トをパ ッ

パ ッとさせる」49)「股あげ踊 り」50)にすぎなかった。

ダンサーの表情とラインもあらわな肉体, そ して

その動きは, 視覚的に強い印象を与え, それまで

の浅草にはなかった目新 しさ ・物珍 しさとエロチ

シズムを感 じさせた51)。しかし浅草オペラの公演

に外来舞踊家が特別出演 した52)り, 同じ浅草にお

いて, 奇術の松旭斎天勝一座の公演で, シカゴ歌

舞高等専門学校で学び 「日本に類の無い洋式舞踊

の大家」53)と評 された今村静子が トーダンスを披

露するようになると, オペラ女優の舞踊が, 実は

「一挙手一投足 も満足に出来」謝 ないものである

こと, そして舞踊には目新 しさ ・物珍 しさやエロ

チシズムだけではない, 別の見方があることに観

客が気付いたのである。さらに浅草以外にも, 帝

国劇場を始めとする大劇場において, 宝塚少女歌

劇や大阪河合ダンスの度々の東京公演, 外来の歌

劇団や演芸団, アンナ ・パヴロバなどの舞踊家55)

など, 舞踊を上演する公演は多かったが, これら

の入場料が高額なために観賞できない場合は, 安

価な浅草オペラで代用 したのである。このような

状況によって, 浅草オペラの公演における舞踊に

対する, 新 しい需要が生 じ, 高まったのである。

川-2.上 演 された舞踊の概観

演目を見ると, 最も多 く上演 されたのがボー ド

ビルであり, これに舞踊と新舞踊が続 く(表-1
～3参 照)。 なお, 演 目は舞踊であっても作品名

がボー ドビルであった り, 逆に演目はボー ドビル

であっても舞踊小品のみで構成されていることも

あった。 しかしここでは演目名のみに着眼 し, 特

に多く上演 されたボー ドビル, 舞踊, 新舞踊につ

いて述べる。

《ボ-ド ビル》

浅草オペラでボー ドビルが上演された最初は,

1920年7月 本郷座における新星歌舞劇団公演であ

り, 振付は高田雅夫であった。高田はこれ以後,

欧米で最新流行の音楽の楽譜を取 り寄せては振付

し56), 続々とボー ドビルを発表 した。震災後も,

高田夫妻の外遊中であるにも関わらず, これらの

作品は再演されてお り, 浅草オペラにおいてはレ
パー トリー化 していたと言える(表-2, 3参照)。

このボー ドビルで上演される舞踊は, 水兵に扮

したセーラーダンス, 大 きな旗 を用いるフラッグ

ダンス, 野球を扱ったベースボールダンスの他,

ロシアダンス, メキシカンダンス, スパニッシュ

などのエスニックなもの, 快活なギャロップなど

であ り, いずれ もが短時間の うちに題材をス ト

レー トに打ち出 して終了する, エンターテイメン

トに徹 した, 言わば娯楽本位のものであった。同

じボー ドビルの中に, 舞踊詩 「楽 しい舞踊会」(振

付: 黒木憲三), 舞踊 「炎」(振 付: 沢マセ ロ),

古典舞踊 「オ リエンタル」(振 付: 石井行康)な

どが上演 されることがあった。黒木の舞踊詩は,

「ルシアンバレーより」57)と紹介され, また登場

人物に少女, 黒木扮するバラの精に舞踊会の人が

いるように, M.フ ォーキンの 「薔薇の精」を真似

た作品であった。沢の作品は, 震災以前 には沢 自

身の技術 と見ごたえを取 り上げ られた58)。これら

は同じボー ドビルと言う演目でありなが ら, その

内容は娯楽本位の もの とは対照的なものであった。

これ らは石井漠が言 うところの 「何 ものかを表

現」59)している 「舞踊芸術」60)に相当し, 石井が

「舞踊芸術の発展のために」61)取り組んだ試作品

に通 じる, 言わば芸術本位のものであった。

ボー ドビルの振付者には, 黒木憲三, 沢マセロ,

石井行康がいるが, この3名 とも, 娯楽本位の も

のと芸術本位のものの双方 を振付けている。

沢マセロは高田の門下生であ り, 黒木憲三は高

田に師事 していないものの, 震災前 には石井漠や

高田の作品に多 く出演 した。このように沢と黒木

は, 高田雅夫の開拓 したボー ドビルという娯楽本

位の舞踊 と, その中で発表 した作品のような芸術

本位の舞踊 という, 両者を高田から継承 したので

あ り, 従ってこの二人は, 高田に発する二つの舞

踊の系譜を作っていると言える。

ボー ドビルは, ほとんど全ての歌劇団で上演 さ

れてお り, 毎回のプログラムに必ず加える歌劇団

も多かった。それだけ観客動員には欠かせない演

目だったと言える。複数のシーンの各々が, 脈絡

な く展開 してい くために, ス トーリーを追うこと

を不要とし, 単に観るだけ ・聴 くだけという楽 し

さを提供 したのである。 このエンターテイメン ト

に徹 した, 感覚的な気軽さが観客に喜ばれたので

あり, 観客の待ち望んだものであった。そのため

に芸術本位の作品も, ボー ドビルという演目で上

演することによって, 娯楽本位のものと同一視さ

れる恐れはあるものの, 観客の関心をより集める

ことが可能となったのである。
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《舞踊》

作品の中には, 石井漠や高田雅美の作品と重複

するタイ トルのものがあった6%レ パー トリーと

して再演 したのか, タイトルだけが同じで全 く別

の作品なのかは, 詳細が不明であるために明言は

で きない0し かし特に地方巡業を活動の主体 とし

ている歌劇団の場合, 一ケ所に留 まって長期に渡

る公演 をすることもな く63}, そのためにレパート

リーを出し尽 くすことはないこと, また新作を制

作 し練習するための時間的 ・経済的 ・空間的条件

は整っていないことを考慮すると, 例えば沢モ リ

ノのように, 震災前に出演 した経験があれば, 記

憶 を辿って再演することも可能であろう(写 真6

参照)。

この他には, ボー ドビルの中で上演されたもの

と重複するケースもあった。

作品では, 沢モリノが 「マヅルカ」「人形」を

自作 自演 している他, モ リノー行の団員の根本弘

の振付けた 「思ひ出」に根本とモ リノが共演 して

いる。 また東京少女歌劇団の白川澄子の振付けた

「月世界」は, 白川の月の他, 火星や水星などの

多数の星が 「大車輪に乱舞」G"す るものであ り,

賑やかな印象を与える作品であったと想像できる。

《新舞踊》

浅草オペラにおいて 新舞踊'と は, 震災前に

は石井漠や高田雅夫の振付けた洋舞作品に用いら

れた演目名であ り, そこでは単に 新 しい舞踊'

を意味 したに過ぎない。従って藤間静枝 らの展開

した新舞踊運動との直接的な関連は見出せない。

沢モリノー行が地方巡業で 「子守」「ユーモ レ

スク」を上演 したが, いずれも震災前に発表 した

ものと同一の作品である。この他には石井行康が

東京オペラ座に加入 した時に,「 ダニヴ河の漣」

を発表している。

河合澄子の 「お夏狂乱」は, 河合が震災前 に浅

草オペラから離れていた時期に振付けた作品を再

演 したものである。音楽は 「富本道行比翼の菊蝶

を西洋楽の形式に櫛木亀二郎氏が編作曲したるも

のなり」651, 振付は 「藤間の家元につきて振 りを

研究 しそれに自て独創の見地よりしてお夏の心理

を描写せ ん」661, すなわち洋舞のみを踊って来た

自身の肉体に, 新たに邦舞を経験 させ加味 し, 考

案 したものであった。振付けた当時を自ら 「童謡,

新舞踊などの研究を続けた」67レ時期としているよ

うに, 研究を重ねて 「全然旧来の踊 りの形を破壊

し最 も大胆なる演出法を試み」6}た, 全くのオリ

ジナル作品であった。そして自らの新舞踊につい

て, 「私たちの新舞踊は西洋の舞踊に源を発 し,

藤間静子 さんの新舞踊は日本の舞踊に基調を有っ

ているのです」69iと, 藤間らの新舞踊 とは和洋 と

いう点において異なるとしなが らも, 対等に位置

付けている。 さらに 「研究をつづけて行けば, そ

こにたやす く双方の一致点を(マ マ)見 出されま

す」70'としている。河合の 「お夏狂乱」は, 洋 と

和の新舞踊の 「一致点」を目指 した作品であると

言えよう。かつて浅草オペラの初期には 発展女

優'問 題の女'と してスターの座に君臨 し, 浅

草オペラの隆盛を招いた河合の面影は, ここには

見出せない。舞踊研究に乗 り出 し, それは藤間ら

の革新的な新舞踊運動に匹敵するものであるとの

自負を持ち, 意欲的に適進 して行 く姿勢が見て取

れる。河合は1924年6月 には神戸で ミカゲ喜歌劇

座に, 同年1O月 には森歌劇団に加入 し, やがて浅

草に戻る。その後 も, 新舞踊'と してこの作品

を繰 り返 し再演 している。同時に 「豊満なる肉の

香 り」7Pに 満ちた 「河合澄子のフラフラダンス」

や, 呼び物 とな りながら上演禁止になる 「河合澄

子の南洋土産 ・赤裸裸 ダンス」72)などの, 自身の

名を冠 した, 震災前の河合を彷佛 とさせる舞踊に

出演 し, 結局, 浅草では震災後も震災前 と同 じイ

メージで活動する。 しかし 「お夏狂乱」は, 浅草

オペラにおける単なる 新 しい舞踊'で はな く,

広 く洋舞における新舞踊運動を目指 した試みの一

例として, 特筆すべ き存在であろう。

《その他》

例えば冒頭に述べた歌舞劇 「女軍出征」が, ミュ

ジカルプレー 「女軍出征」として上演 された丁3}よ

うに, 震災前に歌舞劇や喜歌劇, オペ レッタの演

目名で上演された作品が, タイ トルはそのままに

ミュジカルプレー'ミ ュジカルコメデ ィー'

ミュージカル ・レヴュー'な ど, ミュジカル'

のつ く演目で上演されることがあった74)こ れら

の作品は震災前から上演 されてお り, そのために

オペラ俳優 ・女優たちにとっては演 じ慣れた作品

なので, 言わば各歌劇団のレパー トリーだったと

言える。

舞踊劇では, 相楽愛子の振付けた 「アマリラ」

があったが, 詳細は不明である。

写真6 沢モリノ-座 「沈鐘」

(北國新聞1923年10月3日)
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lii3.関 東震災後の浅草オペラの舞踊

lll一3-1-舞 踊作品

震災後の浅草 オペラの舞踊の最大の特徴は,

ボードビルの上演頻度の高さである。本来は歌あ

り踊 りあ りの演 目であるが, 舞踊小品のみの構成

であった り, 逆に 「舞踊」 という演目で, 作品タ

イトルはボー ドビル, というケースもあった。 ま

た舞踊という演 目で発表された作品や舞踊詩, バ

レーがボー ドビルの中で上演されることもあった。

つまり ボー ドビル'と 舞踊'は, 演目名と作

品タイトルの厳密な使い分けがなされていなかっ

たのである。

浅草オペラは, 浅草 という 「芸術 を製造すると

ころではない」75)土地で生まれ, 観客層に応じ,

グランド・オペラではなく, 主に歌あ り舞踊あり

笑いあ りのオペレッタを上演することによって,

多くの観客を集めた。ボー ドビルは, オペレッタ

と同じ, 歌 と舞踊 という要素から成 り, さらに刹

那的で感覚的に楽 しめる演目であった。そのため

に観客から歓迎され, 公演プログラムとして定着

したのである。これにより舞踊 と言 う演 目で上演

された芸術本位の舞踊詩なども, ボー ドビルとい

う演目の中で上演されると, 1つの演 目の中の1

シーンにす ぎない, エンターテイメントに限 り無

く近付いた娯楽本位の作品 となるのである。 しか

し実は, このような芸術本位 と娯楽本位の混清状

態は, 観客の, 目新 しさ ・エロチシズムという相

変わらずの需要 と, それ とは異なる新たな需要の

双方に応 じることになったのである。一方で, 河

合澄子の新舞踊のような, 真摯な舞踊研究の成果

も発表されている。

lll-3-2.振 付家

石井漠と高田雅夫は, 浅草オペラの舞踊を担っ

た第一世代 と言える。震災後 しばらくは, 第一世

代による作品を再演することが多かったが, これ

は震災の被害や経済的な事情以外 にも, 両者が外

遊に出た後に, 新作 を振付ける者がまだいなかっ

たという事情 も考えられる。 しかしそのような状

況から, 新たに第二世代が形成 された。

この第二世代に相当するのが石井行康, 黒木憲

三, 沢マセロである。石井は震災前は, 同 じ帝劇

歌劇部出身の第一一世代の際立った活動によって目

立たないなが らも, 自身の振付けた バレー'を

発表 している。黒木 と沢は, 震災前に既に, 少な

いながらも自作の作品を発表 してお り, 振付家と

しての活動を開始 してはいるが, むしろ高田雅夫

の振付けた作品に多 く出演 してお り, ダンサーと

して育成され活動 した, と言える。 しか し震災後

は, 石井は東京オペラ座, 黒木は森歌劇団, 沢は

ミカゲ喜歌劇座に参加 し, それぞれ所属の歌劇団

で舞踊の振付を全面的に担当 し, 多 くの作品を発

表 したように, ダンサーとしてと同時に, 振付家

としても活躍 したのである。

浅草オペラの舞踊を担った第一世代は, 多 くの

舞踊家を育成 したが, その中には浅草を離れ, 芸

術舞踊の世界に進む者 も多かった。他方, 浅草オ

ペラに残った者は, 振付家 としての活動を活発 に

展開し, 第二世代 を形成 したのである。 ここに第
一世代の行った教育の成果が開花 したと言えよう。

また上記のような, 帝劇歌劇部出身者に発する

系譜の他に, 女性の中にも相良愛子や白川澄子の

ように, 新たに振付ける者が出て来ている。先述

のように震災後の浅草オペラの公演においては,

舞踊への需要が高 まったために, 多 くの新 しい作

品が必要 とされたという状況が, 女性にも振付の

門戸を開いた, と言えよう。さらに河合澄子の試

み もあった。白川と河合は, 浅草オペラ開幕を飾っ

た高木徳子76)の門下生であり, ここにも第一世代

の高木徳子が教育 した第二世代の開花 を見い出す

ことができる。特に河合は, 単に第一世代の振付

家 ・ダンサーという活動を踏襲するだけでなく,

これに研究を加え, 舞踊 との関わり方を拡大して

お り, 系譜に新たな方向を作 り出そうとしたと言

える。

lV-結 論

震災後の浅草オペラの地方巡業と上演された舞

踊に関し, 以下の事柄が明らかにされた。

第1に, 根岸歌劇団は ミカゲ喜歌劇座(日 本歌

劇座)を 派生 し, 森歌劇団として再結成された。

第2に, 震災当時は浅草で活動 していなかった

歌劇団やオペラ役者が, 震災前の延長として活発

な地方巡業を展開し, 舞踊やボー ドビルを多 く上

演 していた。

第3に, 各地で, 新たに結成 された少女歌劇団

による活動が認められるが, これは宝塚少女歌劇

を意識 し, 東京少女歌劇団の内地 ・外地を問わな

い精力的な巡業に触発されたものであった。

第4に, 舞踊への需要が高まり, ほとんどの歌

劇団の公演プログラムの中にボー ドビルが定着 し

た。

第5に, 石井漠, 高田雅夫 ・せい子夫妻 ら, 浅

草オペラにおける舞踊の第1世 代の去った後, 震

災後に至 って, 第2世 代が形成された。

第6に, 河合澄子による洋舞の新舞踊運動の成

果が発表 された。

今回は, 震災後とは言いながら, 浅草において

歌劇団の活動の再開の端緒 となった森歌劇団の活

動 した1924年 までの期間に限定 し, 扱っている資

料 も限られている。1925年 以降に関 しても浅草及

び地方での活動を, より多 くの資料を丹念に追 う

ことによって, 浅草オペラの衰退 してい く様子 と,
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上演された舞踊が どのように発展 していくのかを

明らかにできる。 また逆に震災前の地方巡業を追

求することによって, 浅草オペラが どれほど普及

していたかを知ることができる。以上については,

今後の課題 としたい。
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眼 をみはる今時 の歌劇女優, 京都 日出新聞

1924年1月25日)と あるものが, 歌劇団の名

称は異なっているが, 東京少女歌劇団に該当

する。この記事 によると東京少女歌劇団は,

震災前のものと震災後のものとは同一一ではな

いことになる。 しか し本研究では, 両者 とも

白川澄子 と谷崎歳子の2人 を看板 としている

こと, 上演内容が酷似 していることの2点 か

ら, 再生による同一と看倣 した。この点に関

しては, 震災前の東京少女歌劇団の足跡を追

う必要があろう。

29)山 陽新報1924年3月11日 夕刊

30)例 えば白川澄子や千種百代 など(拙稿(1999):

浅草オペラの女優達, 早稲田大学ヒューマン・

サイエンス, 11一(2)参 照)。

31)沢 マセロは 「ローシー歌劇団時代 より(中 略)

故高田雅夫の秘蔵弟子だった。」(安 田敏也

(1932>: 浅草 レビュースター恋人調べ, 犯

罪科学1932年5月 号p.96.)と 紹介されている

が, その秘蔵ぶ りを示すかのように 「得意の

パレットでヤンヤ と拍手を浴びせ られ」(神戸

新聞1923年11月18日),「 達者なバ レーで大向

を稔 らしている」(同1924年2月15日)な ど

と評され, 舞踊, 特にバ レーで高い評価を得

ていた。

32)こ こで述べる楽劇座は, 福岡市の西公園内を

拠点に活動 したものである。この楽劇座が東

京文化劇 と改称する以前に, 名村春操や花園

百合子 らによる楽劇座 もあ り, こちらは金沢,

博多を巡業 した記録がある。

33)例 えば子宮痙攣で入院した際の経過報告(九

州 日報1923年11月8日 付, 同年11月25日 付),

首吊り騒ぎ(同 年12月14日 付)な ど。

34)例 えば東京文化劇の佐賀公演に突然休演(九

州日報1923年12月19日 付), 門司のカフェで目

撃される(1924年1月16日 付)な ど。

35)別 府へ移る歌劇協会, 満州日日新聞1924年7

月26日。 なお研究科の生徒が出演する歌劇団

の名称及び活動に関しては, 資料 を得 られな

かった。

36)J.ロ バー トソンは, 宝塚少女歌劇の創始者の

小林-・三が, 結婚 を「女性の人生の真のスター

ト」 と捉え, 「そうなって初めて役者 として

完成する」ということ, また 「宝塚歌劇団の
一員 としての舞台の仕事は, 家父長制家庭の

良妻賢母になる花嫁修行のようなもの」 と考

えていた, としている(ロ バー トソン(2000):

踊る帝国主義一宝塚をめぐるセクシュアルポ

リティクスと大衆文化一, 現代書館, p.96.)。

37)山 陽新報1924年10月29日 夕刊

38)九 州日報1924年8月15日

39)原 田は東京音楽学校声楽科出身なので, 音楽

界においては, 正規の教育を受けたという意

味でエリー トに属する。帝劇歌劇部では指導

者 と俳優を兼ねた。後に宝塚少女歌劇の音楽

教師になったが, 1922年 には松竹楽劇部に引

き抜かれた。

40)パ ラダイスの踊の園, 京都日出新聞1924年4

月15日

41)う はさ, 九州日報1924年9月23日

42)ボ ー ト麦酒: へ らず口, 九州日報1924年9月

25日

43)同 上42)

44)宝 塚少女歌劇の活動については, 宝塚少女歌

劇団(1933): 宝塚少女歌劇二十年史, 宝塚

少女歌劇団出版部による。

45)『 歌舞』は1918年8月 に創刊 された, 宝塚公

認のファン雑誌である。

46)渡 辺裕(1999): 宝塚歌劇の変容と日本近代,

新書館, p.21。

47)松 竹楽劇部は, この当時 は大阪のみにあ り

(浅草松竹座が外国映画封切館 となったのは

1928年8月, 東京松竹楽劇部がスター トした

のは同年10月), 活動は大阪, 京都, 神戸 と

いう限られた範囲だったので, 広範囲に渡る

影響力は認め難いことが推察されるので, こ

こでは省いた(松 竹株式会社(1964): 松竹

70年 史, 松竹株式会社, pp.384-385.)。

48)松 田直行は, 興行主側の立場から, 資本の独

占に よる市場の冷却 と説明 している(松 田

(1993): 近代浅草の芸能空間, 民俗芸能研

究の会/第 一民俗芸能学会: 課題 としての民

俗芸能研究, ひつ じ書房, pp, 383-384.)が,

この時期の浅草オペラとそれ以後の衰退にあ

てはまる。大谷博は上演された演目に着眼し,

この時期の浅草オペラを,「安定成長期」(大

谷: 前掲論文9)p48.)に あるとしている。

なお榎本健一は自伝の中で,「あんなに生 き生
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きとした, 輝か しい舞台が展開されているの

は, 歴史的に考えてもそうザラにあるもので

はない」(榎 本: 前掲書15)P.131.)と 述べて

いるが, これは, 浅草オペラの世界に踏み込

んだばか りの榎本の感想にすぎない。

49)素 木智(1919): 浅草公園オペラのぞ記, 花

形1919年4月 号, p.156.

50)鬼 童(1919): 伊達龍子が問題の原因, 花形

1919年6月 号, p.118.

51)拙 稿: 前掲論文13), p.257.

52)例 えば, 1921年2月28日 からの金龍館 におけ

る根岸歌劇団公演で, ゲッチー嬢がダンスの

他オルガ嬢 と宙乗 りダンスを披露し(金 龍館,

東京毎 日新聞1921年3月5日), 続 く同年3月

10日 からの同公演 には 「露国舞踏会の名花」

アダメイ ト嬢(写 真, 東京毎日新聞1921年3

月11日)が 出演 している。

53)青 柳有美(1919): 天勝一一座の新花形一 トウ・

ダンスの今村静子, 花形1919年2月 号, p.111.

54)松 崎天民(1920): 浅草公園の女, 花形1920

年1月 号, p.94.

55)帝 劇史編纂委員会(1966): 帝劇の50年, 東

宝株式会社, pp一108-120.

56)日 下四郎(1976): モダンダンス出航, p.127.

なお高田夫妻の外遊の目的は舞踊の研鐙では

あるが, 出資 した根岸興行部の意図は, 根岸

歌劇団の公演で好評のボー ドビルについて,

本場で研究 しネタを仕入れて くることにあっ

た。

57)志 ばいといふげい, 都新聞1924年8月8日

58)海 浜の女王, 都新聞1923年7月17日

59)石 井漠(1955): おどるばか, 産業経済新聞社,

P.172.

60)同 上59)P.172.

61)石 井は 「舞踊芸術の発展のためには帝劇や高

級劇場の智的な観客よりも, むしろ広範囲な

民衆に訴え, 民衆の心の中に火の手をあげる

のが普及の第一歩ではないか」 と考えた(石

井: 前掲書27), P.47.)。

62)例 えば 「ユーモレスク」は, 石井漠振付のも

のがアサ ヒ歌劇座 ・オペラ座合同公演で上演

されたが, 東京オペラ座 と沢モリノー行でも

上演 されている。「ラ ・カーニバル」は, 高

田雅夫振付のものが新星歌舞劇団公演で上演

されたが, 根岸歌劇団と森歌劇団でも上演さ

れている。

63)地 方巡業の場合, 年表によると, 公演期間が

5日 以下の場合は演目替わりは1～2日 で,

10日以下の場合は3～5日 であった。名古屋

の帝国座や中央劇場では2～3週 間公演する

が, この場合は5～7日 で演目替わ りであっ

た。なお例外として根岸歌劇団は1923年10月

に大阪・芦辺劇場で27日 間, 同年11月 に京都・

相生劇場で24日 間の長期公演をしている。こ

れは浅草での独壇場が長 く続 き, そのために

レパー トリーも多かったという根岸歌劇団の

特殊性 によるものと思われる。

64)満 場の観客泣いた り笑ったり, 京城 日報1924

年8月8日 夕刊

65)新 曲お夏狂乱, 新潟新聞1923年8月30日 夕刊

66)同 上65)

67)運 命に恵まれた明るい女性[4]11年 の女優

生活から新舞踊の世界へ ・歌劇界のスター河

合澄子 さん, 神戸新聞1924年6月14日

68)同 上65)

69)同 上67)

70)同 上67)

71)森 歌劇団公演広告, 都新聞1924年10月2日

72)芝 居遊芸, 都新聞1924年10月20日。 ただし,

上演禁止 となった理由については明らかにさ

れていない。

73)1924年5月28日 ～6月2日 の, 神戸劇場にお

けるミカゲ喜歌劇座公演。 なお 「女軍出征」

は, 震災以前は主に喜歌劇, オペ レッタとし

て上演 されている。

74)他 には喜歌劇 「唖の旅行」(浅 草初演は1918

年11月9日 よりの 日本館におけるオペラ座 ・

旭歌劇団合同公演)が, 1924年5月19日 ～28

日のオペラ館での森歌劇団公演において, ま

た喜歌劇 「海浜の女王」(浅 草初演は1919年

7月31日 よりの金龍館における七声歌劇団 ・

金龍歌劇団大合同大一座公演)が, 同公演及

び1924年8月17～18日 の博多大博劇場での東

京 オペ ラ座公演 において, ミュジカルプ

レー'と して上演されている。

75)石 井: 前掲書27), p.62.

76)高 木徳子は, アメリカでマダム ・デビビラと

マダム ・サラコに舞踊を師事 し, 非常に厳格

な指導を受けた。帰国後は トウダンサーとし

て売 り出し, 一方で後進の指導にも当たって

いる。門下からは, 小野喜美子, 貴島田鶴子,

椿絹子など, 浅草オペラでダンサーとして高
い評価 を得ている者 を輩出 している。(拙 稿

(1995): 浅草オペラから浅草 レヴューへの変

遷にみる舞踊家H一 女性舞踊家の変容とその

特性一, 岡崎学園国際短期大学論集, 2, p.88.)

※ 本稿は, 2000年 度早稲田大学特定課題研究費

助成(課 題番号2000A-207)を 受けて行われ

た研究の成果である。
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表-1 震災以後の浅草オペラの公演 と上演 された舞踊(1)※
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表-2 震災以後の浅草オペラの公演と上演された舞踊(2)※
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表-3 震災以後の浅草オペラの公演と上演 された舞踊(3)※

※ 資料に掲載された上演案内 ・広告 ・演芸欄 ・社会面の記事 より, 震災前に浅草で歌劇団活動に参加 した者が出演 している公演 を全て拾い出

して作成した。なお舞踊演目, 振付者は, 資料中に明らかなもののみ を載せた。
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表-4 震災後における浅草オペラ以外の歌劇の動向☆

☆ 資料に掲載 された上演案内 ・広告 ・演芸欄 ・社会面の記事より, 浅草オペラ以外の歌劇団の公演を全て拾い出 して作成 した。なお舞踊演 目

は, 資料中に明らかなもののみを載せた。
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